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(57)【要約】
【課題】システムの大型化、高価格化、及び消費電力の
増大を招くことなく、正確に動体を管理することが可能
な動体管理システムを提供する。
【解決手段】照明用の光源を備え、光源を点滅させるこ
とにより光源から出射する照明光に現在位置を示す位置
情報を含ませる照明光通信装置と、照明光を受光し位置
情報を受信する受光部と、受光部で受信された位置情報
を記憶する記憶部と、受光部で受光される照明光の明る
さに基づき、位置情報の受信可否を判別する判別部と、
判別部で位置情報が受信不可と判別された場合、前回記
憶部に記憶された位置情報、および警告情報を送信する
送信部と、を備え、動体に装着される通信端末と、通信
端末から送信された位置情報および警告情報に基づき動
体を管理する管理サーバと、を有する動体管理システム
であって、送信部は、電波を媒体として位置情報および
警告情報を管理サーバに送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
照明用の光源を備え、前記光源を点滅させることにより前記光源から出射する照明光に現
在位置を示す位置情報を含ませる照明光通信装置と、
前記照明光を受光し前記位置情報を受信する受光部と、
前記受光部で受信された前記位置情報を記憶する記憶部と、
前記受光部で受光される前記照明光の明るさに基づき、前記位置情報の受信可否を判別す
る判別部と、
前記判別部で前記位置情報が受信不可と判別された場合、前回前記記憶部に記憶された前
記位置情報、および警告情報を送信する送信部と、を備え、動体に装着される通信端末と
、
前記通信端末から送信された前記位置情報および前記警告情報に基づき前記動体を管理す
る管理サーバと、を有する動体管理システムであって、
前記送信部は、電波を媒体として前記位置情報および前記警告情報を前記管理サーバに送
信することを特徴とする動体管理システム。
【請求項２】
前記位置情報は、前記照明光通信装置が設置されている場所を示すＩＤ情報であることを
特徴とする請求項１に記載の動体管理システム。
【請求項３】
前記送信部は、前記位置情報および前記警告情報を連続して送信することを特徴とする請
求項１または２に記載の動体管理システム。
【請求項４】
前記送信部は、前記位置情報および前記警告情報を所定の間隔で送信することを特徴とす
る請求項１または２に記載の動体管理システム。
【請求項５】
前記通信端末は、前記受光部で受光された前記照明光の光エネルギーを電気エネルギーに
変換する電力変換部と、
前記電力変換部からの前記電気エネルギーにより充電され、前記通信端末の電源である２
次電池と、を有することを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の動体管理シス
テム。
【請求項６】
前記光源は、発光ダイオードであることを特徴とする請求項１から５の何れか１項に記載
の動体管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動体管理システムに関し、特に、照明光通信を利用した動体管理システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人や物等の動体を管理するシステムとして、複数のエリアに設けられた赤外線カ
メラやＣＣＤカメラ等からの映像を遠隔に設けられた管理サーバに送信し、管理者に動体
に係る情報を提供することで動体を管理するシステムが知られている。しかしながら、こ
のようなシステムにおいては、赤外線カメラやＣＣＤカメラ等といった高価な装置を複数
台設置する必要がある為、システムの高価格化を招くといった問題がある。
【０００３】
　また、電波を利用して動体を認識する非接触型の自動認識技術、すなわちＲＦＩＤ（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）技術を用いて動体を管
理するシステムが知られている。しかしながら、このようなシステムは、比較的安価では
あるが、動体認識に電波を用いることから動体と装置との相対位置が制約されるといった
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問題がある。
【０００４】
　そこで、このような問題に対応する為、屋内外いたる所に設置されている照明装置（照
明灯具）を利用し、該照明装置からの照明光に情報を含ませ、照明装置と動体に装着され
た通信端末との間で通信を行い、得られた情報を管理サーバに提供することで動体を管理
するシステムが種々検討されている。
【０００５】
　例えば、照明用の光源としてのＬＥＤ（発光ダイオード）と外部からの光による情報を
受信する受光部とを備えて、ＬＥＤを点滅させることによりＬＥＤから出射する照明光に
情報を含ませる固定式照明灯具と、固定式照明灯具からの情報を受信する受光部と固定式
照明灯具に光による情報を送信する携帯式照明灯具とを備えた通信端末と、固定式照明灯
具と通信端末との間の通信で得られた情報を固定式照明灯具から取得する管理サーバと、
を有する構成とし、管理サーバで取得された情報により動体を管理するシステムが知られ
ている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－３１８１４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のシステムは、固定式照明灯具と通信端末とは双方向
照明光通信を行っている為、通信端末に携帯式照明灯具を要する構成となっている。この
為、通信端末の大型化や高価格化を招くという問題がある。
【０００７】
　また、双方向照明光通信行っている為、双方からの光出力が混信し、正確に情報が伝達
されないという問題がある。
【０００８】
　さらに、動体を逐次的に管理する為には、固定式照明灯具と通信端末との間で密に通信
を行う必要がある。すなわち通信端末の携帯式照明灯具を頻繁に駆動する必要がある。こ
の為、通常電池駆動である通信端末の消費電力を増大させ、電池の消耗を早めるという問
題がある。
【０００９】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたもので、システムの大型化、高価格化、及び消費
電力の増大を招くことなく、正確に動体を管理することが可能な動体管理システムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的は、下記の１から６の何れか１項に記載の発明によって達成される。
【００１１】
　１．照明用の光源を備え、前記光源を点滅させることにより前記光源から出射する照明
光に現在位置を示す位置情報を含ませる照明光通信装置と、
前記照明光を受光し前記位置情報を受信する受光部と、
前記受光部で受信された前記位置情報を記憶する記憶部と、
前記受光部で受光される前記照明光の明るさに基づき、前記位置情報の受信可否を判別す
る判別部と、
前記判別部で前記位置情報が受信不可と判別された場合、前回前記記憶部に記憶された前
記位置情報、および警告情報を送信する送信部と、を備え、動体に装着される通信端末と
、
前記通信端末から送信された前記位置情報および前記警告情報に基づき前記動体を管理す
る管理サーバと、を有する動体管理システムであって、
前記送信部は、電波を媒体として前記位置情報および前記警告情報を前記管理サーバに送
信することを特徴とする動体管理システム。
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【００１２】
　２．前記位置情報は、前記照明光通信装置が設置されている場所を示すＩＤ情報である
ことを特徴とする前記１に記載の動体管理システム。
【００１３】
　３．前記送信部は、前記位置情報および前記警告情報を連続して送信することを特徴と
する前記１または２に記載の動体管理システム。
【００１４】
　４．前記送信部は、前記位置情報および前記警告情報を所定の間隔で送信することを特
徴とする前記１または２に記載の動体管理システム。
【００１５】
　５．前記通信端末は、前記受光部で受光された前記照明光の光エネルギーを電気エネル
ギーに変換する電力変換部と、
前記電力変換部からの前記電気エネルギーにより充電され、前記通信端末の電源である２
次電池と、を有することを特徴とする前記１から４の何れか１項に記載の動体管理システ
ム。
【００１６】
　６．前記光源は、発光ダイオードであることを特徴とする前記１から５の何れか１項に
記載の動体管理システム。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、照明光通信装置と通信端末とは、双方向照明光通信を行うことなく、
通信端末から情報（以下、位置情報および警告情報を総じて単に情報とも記す）を送信す
る際には、照明光通信装置を介さずに、電波を媒体として管理サーバに送信する構成とし
た。すなわち、通信端末には、比較的安価で構成の簡易な例えば無線ＬＡＮのような電波
を媒体とする送信部を設ける構成とした。これにより、通信端末の小型化、及び低価格化
を図ることができる。
【００１８】
　また、照明光通信装置から通信端末へは照明光を媒体とし位置情報を送信し、一方通信
端末から管理サーバへは電波を媒体として情報を送信することにより、それぞれからの情
報が混信することなく、正確に情報を伝達することができる。
【００１９】
　さらに、通信端末は、照明光通信装置からの位置情報を受信不可の場合のみ、管理サー
バに情報を送信するようにした。詳しくは、通信端末を装着した動体が照明光通信装置か
らの位置情報を受信可能な場所（管理エリア内）に位置するときは、管理サーバに情報を
送信せず、位置情報を受信不可の場所（管理エリア外）に移動したときのみ、管理サーバ
に情報を送信するようにした。
【００２０】
　すなわち、通信端末は、動体が管理エリア内から管理エリア外へ移動し、管理サーバへ
の連絡が必要なときのみ、情報を送信するようにした。これにより、通信端末の消費電力
を低減させ、電池の消耗を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下図面に基づいて、本発明に係る動体管理システムの実施の形態を説明する。尚、本
発明を図示の実施の形態に基づいて説明するが、本発明は該実施の形態に限られない。
【００２２】
　最初に、動体管理システムの概略構成を図１を用いて説明する。図１は、動体管理シス
テム１の概略構成を示すブロック図である。
【００２３】
　動体管理システム１の要部は、照明光通信装置２、通信端末３、及び管理サーバ５等か
ら構成される。
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【００２４】
　照明光通信装置２は、光源２０１、及び光源駆動制御部２０２等から構成される。
【００２５】
　光源駆動制御部２０２は、光源２０１を本来の照明として用いる為に、光源２０１を定
常的に点灯させる信号を生成するとともに、照明光通信装置２が設置されている場所を示
す位置情報（例えば部屋ＩＤ）に基づいて光源２０１をＯＮ／ＯＦＦ（点灯／消灯）させ
る信号を生成し、光源２０１の駆動を制御する。
【００２６】
　光源２０１は、例えばＬＥＤ（発光ダイオード）等の発光素子を有し、光源駆動制御部
２０２の制御の下で、本来の照明、つまり「あかり」を提供するとともに、照明光に位置
情報を含ませ、該位置情報を通信端末３に送信する。
【００２７】
　次に、通信端末３は、受光部３０１、エリア判別部３０２、位置情報検出部３０３、記
憶部３０４、送信情報生成部３０５、送信部３０６、電力変換部３１０、及び２次電池３
１１等から構成され、管理対象である人や物等の動体に装着される。
【００２８】
　受光部３０１は、例えばフォトダイオード等の光電変換素子を有し、照明光通信装置２
からの光を受光して位置情報を受信する。
【００２９】
　エリア判別部３０２は、本発明における判別部に該当し、受光部３０１で受光される照
明光通信装置２からの照明光の明るさに基づき、照明光に含まれる位置情報の受信可否を
判別する。すなわち、通信端末３を装着した動体が照明光通信装置２からの位置情報を受
信可能な場所（管理エリア）に位置するか否かを判別する。動体が管理エリア内に位置す
ると判別した場合、位置情報検出部３０３を作動させ、管理エリア内に位置しないと判別
した場合は、送信情報生成部３０５を作動させる。
【００３０】
　位置情報検出部３０３は、エリア判別部３０２によって、動体が管理エリア内に位置す
ると判別された場合、受光部３０１で受光される照明光通信装置２からの照明光に含まれ
る位置情報を検出する都度、該位置情報を記憶部３０４に記憶させる。
【００３１】
　記憶部３０４は、位置情報検出部３０３で検出された位置情報を順次記憶する。
【００３２】
　送信情報生成部３０５は、エリア判別部３０２によって、動体が管理エリア内に位置し
ないと判別された場合、記憶部３０４に前回記憶された位置情報を読み出すとともに、警
告情報を生成する。
【００３３】
　送信部３０６は、電波を媒体とする例えば無線ＬＡＮ等の通信手段で構成され、送信情
報生成部３０５からの情報（位置情報および警告情報）をルータ７を介して管理サーバ５
へ送信する。尚、管理サーバ５への情報の送信は、連続、または所定の間隔で送信する。
連続して送信する場合は、動体の情報を密に提供することができる。一方所定の間隔で送
信する場合は、消費電力の消耗を抑えることができる。
【００３４】
　電力変換部３１０は、受光部３０１で受光された照明光通信装置２からの照明光の光エ
ネルギーを電気エネルギーに変換する。
【００３５】
　２次電池３１１は、通信端末３の電源であり、電力変換部３１０からの電気エネルギー
により充電される。
【００３６】
　管理サーバ５は、通信端末３から送信された情報に基づき警告を表示したり、管理者に
通報する等して動体を管理する。尚、管理サーバ５と照明光通信装置２とは、ネットワー
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クを介して接続されている。
【００３７】
　ここで、このような構成の動体管理システム１で行われる位置情報、及び情報の通信態
様を図２、図３を用いて説明する。図２は、人Ｈ（動体）が照明光通信可能エリア内（管
理エリアＰＡ）に位置する場合の通信動作を説明する模式図、図３は、動体が照明光通信
可能エリア外（非管理エリアＮＡ）に位置する場合の動体管理システムの通信動作を説明
する模式図である。
【００３８】
　最初に、図２に示すように、人Ｈ（動体）が照明光通信可能エリア内（管理エリアＰＡ
）に居る場合、人Ｈに装着された通信端末３は、照明光通信装置２からの照明光に含まれ
る位置情報（部屋ＩＤ）を検出する都度、該位置情報を記憶する。この場合、管理対象で
ある人Ｈは、管理エリアＰＡに居ることから、管理サーバ５への連絡は不要である。した
がって、通信端末３は、管理サーバ５に情報を送信しない。
【００３９】
　次に、図３に示すように、人Ｈ（動体）が照明光通信可能エリア外（非管理エリアＮＡ
）に移動した場合、人Ｈに装着された通信端末３は、情報を管理サーバ５へ送信する。こ
の場合、管理対象である人Ｈは、非管理エリアＮＡに移動したことから、管理サーバ５へ
の連絡が必要である。したがって、通信端末３は、管理サーバ５に情報を送信する。また
、この場合は、照明光通信装置２と通信端末３との照明光通信は行われない。
【００４０】
　このように、本発明の実施形態に係る動体管理システム１においては、照明光通信装置
２と通信端末３とは、双方向照明光通信を行うことなく、通信端末３から情報（位置情報
および警告情報）を送信する際には、照明光通信装置２を介さずに、電波を媒体とする例
えば無線ＬＡＮを介して管理サーバに送信する構成とした。すなわち、通信端末３には、
比較的安価で構成の簡易な例えば無線ＬＡＮのような電波を媒体とする送信部３０６を設
ける構成とした。これにより、通信端末３の小型化、及び低価格化を図ることができる。
【００４１】
　また、照明光通信装置２から通信端末３へは照明光を媒体とし位置情報を送信し、一方
通信端末３から管理サーバ５へは電波を媒体として情報を送信することにより、それぞれ
からの情報が混信することなく、正確に情報を伝達することができる。
【００４２】
　さらに、通信端末３は、照明光通信装置２からの位置情報を受信不可の場合のみ、管理
サーバ５に情報を送信するようにした。詳しくは、通信端末３を装着した人Ｈ（動体）が
照明光通信装置２からの位置情報を受信可能な場所（管理エリアＰＡ）に居るときは、管
理サーバ５に情報を送信せず、位置情報を受信不可の場所（非管理エリアＮＡ）に移動し
たときのみ、管理サーバ５に情報を送信するようにした。
【００４３】
　すなわち、通信端末３は、人Ｈ（動体）が管理エリアＰＡから非管理エリアＮＡへ移動
し、管理サーバ５への連絡が必要なときのみ、情報を送信するようにした。これにより、
通信端末３の消費電力を低減させ、電池の消耗を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施形態に係る動体管理システムの概略構成を示すブロック図である。
【図２】動体が照明光通信可能エリア内に位置する場合の、動体管理システムの通信動作
を説明する模式図である。
【図３】動体が照明光通信可能エリア外に位置する場合の、動体管理システムの通信動作
を説明する模式図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　動体管理システム
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　２　照明光通信装置
　２０１　光源
　２０２　光源駆動制御部
　３　通信端末
　３０１　受光部
　３０２　エリア判別部
　３０３　位置情報検出部
　３０４　記憶部
　３０５　送信情報生成部
　３０６　送信部（無線ＬＡＮ）
　３１０　電力変換部
　３１１　２次電池
　５　管理サーバ
　７　ルータ
　Ｒ　部屋
　Ｈ　人

【図１】 【図２】
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